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 本論文は光孝朝・宇多朝初期の政治動向を探ることを目的とする。奈良時代から平安時代
を研究するうえで一級史料となる六国史は、光孝天皇が崩じた仁和三年八月の記事を載せ
る『日本三代実録』の記事を最後に終了する。以後、この時代の研究は、六国史の抄略と宇
多天皇時代以降の日記・記録が略記された『日本紀略』や残存する天皇・貴族の日記、記録
などをもとに研究が重ねられるが、光孝朝から宇多朝に至る時代は、検討すべき史料が他の
時代に比べて少なく、解明されていない点も多数ある。 
 本論文は、光孝朝・宇多朝初期の政治動向について、限られた史料をもとに検討を試みた
ものである。 
 第一章では、陽成天皇の譲位儀式と光孝天皇の即位について検討した。陽成天皇は、元慶
八年、病を理由に突然退位する。これは、内裏で起こった格殺事件に陽成天皇が関わってい
るためであるが、その後任として即位したのが、陽成天皇とは直接関わりのない、光孝天皇
であった。光孝天皇は、陽成天皇の曽祖父にあたる仁明天皇の皇子であり、即位当時五五歳
と高齢での即位であった。この即位理由に関してはさまざまな説があるが、瀧浪貞子氏の、
藤原基経の女所生の貞辰親王が適齢期になるまでの中継ぎの天皇であるとの意見に同意す
る。この説をさらに補強すべく、光孝天皇以前に候補者となった恒貞親王の検討、そして従
来異例な点があると指摘されていた、陽成天皇の譲位儀式と光孝天皇の即位儀式を分析し
た。それによると、陽成・光孝が同席していないといった異例な点は認められるものの、そ
れは陽成が光孝を認めなかったため、皇太子を経ていないといったことのみで、それ以外は
おおむね儀式通りの譲位であったことが判明した。 
 第二章では、第一章で即位した光孝天皇と、宇多天皇の時代の公卿人事について考察した。
光孝天皇は、第一章で考察したように、特殊な状況の中、中継ぎの天皇として即位した人物
である。しかし、貞辰親王が適齢期となるまえに、光孝天皇は崩じてしまう。そのため、次
に即位したのは、臣籍に下っていた宇多天皇であった。宇多天皇は、光孝天皇が崩じる前日
に皇太子となり即位した異例の天皇である。このように光孝天皇・宇多天皇と立て続けに特
殊な状況で天皇が即位し、また宇多天皇の即位によって、光孝天皇の皇統が誕生した。この
皇統成立により、さまざまな所で何らかの変化があったと考えられるが、その一つとして両
天皇が皇太子を経ていない、もしくは直前に皇太子となった天皇であるため、近臣と呼べる
人物が少なく、そこで人事に何らかの変化があったのではないかと推測し、公卿人事に焦点
をしぼって考察した。その結果、王族や他氏が見られるようになるが、藤原氏をしのぐほど
の勢力はないこと、昇進している者は藤原氏と関係が深い者であること、宇多朝初期に見ら
れる人事の空白は、藤原氏の人材不足と宇多天皇の側近の存在、さらには藤原時平の参議就
任を待つ、藤原基経の人事異動阻止によるものであったことが判明した。基経の死後、人事
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異動阻止は解消され、昇進していくものの中に、菅原道真の存在が確認できる。 
 第三章では、光孝天皇から宇多天皇の代替わりの際、讃岐守として赴任していた菅原道真
に焦点をあてる。道真の讃岐守赴任は仁和二年のことであり、代替わりの時期は赴任から一
年半後のことであった。この道真の讃岐守左遷については、古くは左遷であると議論されて
きたが、近年左遷には当たらないとされ、漸く議論が一致しつつある。しかし、なぜ道真が
讃岐守として赴任することになったのか、帰京後になぜ宇多天皇に登用されて昇進してい
くのか明らかにされていない。そこで、第三章では、道真の讃岐守赴任の理由と、帰京後の
昇進理由について道真の自撰の詩集である『菅家文草』を用い、検討した。菅家文草を見る
と、道真と藤原基経との関係が元慶八年から顕著にみられ、その理由として考えられるのが、
同年勘奏を求められた「太政大臣の職掌の有無」に関する問題であった。この問題に関し、
諸道博士が曖昧な意見を述べるなか、道真は「職掌なし」と論断した。その結果、光孝天皇
は基経に対し、この時点での基経に求める権能を明確にすることができたのである。これ以
降、基経は道真に一目置くようになるのではないかと推測した。そして讃岐国は、公卿や非
参議の兼任がよく見られる大国並みに扱われる国であり、さらに後に参議に昇進する人物
が、国司として赴任する例が多く見られる国であった。ここから、光孝天皇や藤原基経は道
真に期待をかけ、のちに公卿入りする道筋として讃岐国への赴任を見送ったのではないか
と考えた。さらに、帰京後、本任放還を終えていなかったが、宇多天皇の私宴に数多く招か
れている。道真が讃岐守として赴任している最中に、都では阿衡の紛議という政争が起こっ
ていた。道真は讃岐守として赴任していたが、この阿衡の紛議解決に関わっている。そのよ
うな関係から、宇多天皇も道真に期待をかけるようになったのではないかと推測した。さら
に、讃岐守として赴任する直前、赴任準備期間に道真は内宴侍している。帰京した直後から
宇多天皇の私宴に侍っていることも考えあわせると、「殿上受領」のはじまりと考えられる
のではないかという考えを述べた。 
 第四章、第五章では、宇多天皇が菅原道真に期待をかけるきっかけとなったと推測できる
阿衡の紛議について考察した。阿衡の紛議は歴史上「関白」という役職が生まれる上で重要
な起点であり、有名な出来事であるが、その事件の流れは通説で考えると不自然な点が多い。
そこで二章にわたり、阿衡の紛議の再検討を試みた。 
 従来、天皇が基経の圧力によって勅答を撤回せざるを得なかったことを「長大息」し
ている記事である『宇多天皇御記』仁和四年「十一月三日」条を、「六月三日」条の誤
りとみることが通説とされ、「阿衡」の引用は朕の本意ではないと述べた「仁和四年六
月二日」の改正詔書と一連のものとみられることから、「六月三日」の誤りとされてき
た。このように「六月三日」条の誤りとみることで、阿衡の紛議の事件の流れは、宇多
天皇が「改正詔書」を出しにも関わらず、詔書を作成した橘広相が愁文を書き、学者た
ちとの折り合いがつかずに天下が騒然となり、橘広相の罪名勘文が進められようとする
といった、不自然な流れとなる。さらに、事件解決は、通説によると十月であるとされ
るが、そのきっかけは、基経の女である温子が入内するなど、基経に対する優遇措置で
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あるとする。しかし、実際に温子が入内した時期などを想定すると、入内後にも橘広相
に対する批判は続いている。この日付の問題に対し、「十一月三日」を誤写と考えるこ
となく解釈できるとした古藤真平氏の説のもと、「六月二日」改正詔書こそが「十一月
二日」の誤りであると推測した。そのように考えられるならば、阿衡の紛議の記事はそ
の事件の流れ通りに記載されていることになり、自然と理解できるのである。さらに、
この解決に関係していると考えられる、菅原道真が藤原基経に送った「奉昭宣公書」が
いつ基経のもとに届いたかという問題に対し、従来は「奉昭宣公書」に「去十月」の記
載があることから、阿衡の紛議解決後の十一月に出されたものであるとされてきた。し
かし、前章で検討したように、阿衡の紛議の解決は十一月中である。また、年月日は書
かれていないものの内容を検討していくと、「去十月」という記述から、「六月七日宣命」
は前章で検討した「十一月二日」改正詔書であり、さらに「今月日」という記述から「六
月」は「今月」の誤りではないかと推測した。加えて、事件の当事者である橘広相の罪
名勘申の日付が「十月十五日」と記載されるが、『日本紀略』によると基経が広相の罪
名を勘申したのが「十月十三日」であり、二日で勘申を出すのは不可能に近いと思われ
る。「奉昭宣公書」にも、勘文作成途中の明法家の解釈が載せられるため、この日付も
また十一月の誤りであると推測した。このように考えることで、史料に記載される阿衡
の紛議の記載は、最初から最後まで時系列に並んでいることになるのである。阿衡の紛
議はこのような流れで解決に向かい、「奉昭宣公書」は、阿衡の紛議の最中に届けられ、
橘広相の断罪は止められた。道真は阿衡の紛議の解決に十分関わっていたのである。 
 第一章から第五章まで主に菅原道真を考慮に入れ、検討してきた。その過程で菅原道真に
はさまざまな人物との交流関係があることが明らかとなってくる。そこで第六章では、菅原
道真の交流関係について考察した。すると、当時の社会は学閥の抗争や学者間の争い、「詩
人無用論」などが横行していたにも関わらず、特定の人物だけではなく、広い範囲で交流を
持っていたことが判明した。藤原基経や、後に道真の左遷に関わってくる藤原時平、さらに
それ以外の藤原氏と多岐にわたるのである。また、藤原時平との関係は、大宰府へ左遷させ
た張本人とのイメージが強いが、諸氏の説の通り、少なくとも寛平五年までは良好であった
ことを改めて確認した。そしてそこから、時平との関係が悪化した時点を探るべく、『菅家
文草』の詩や奏状を検討した結果、寛平九（八九七）年の内覧拝命後、周囲からの批判が
集まり始め、道真と時平との関係が悪化するのは、昌泰三（九〇〇）年、宇多上皇が道
真にのみ内覧を命じようとした時点までの間であったと結論を下した。 
 以上、光孝朝・宇多朝初期の政治動向を、菅原道真の動向と関連させて検討した。その結
果、今まで不透明であった光孝朝から宇多朝初期にかけての動向や不自然な流れのまま解
釈されてきた阿衡の紛議の流れについて、蓋然性の高い一つの仮説を提示することができ
た。また、菅原道真の讃岐守任官とその昇進について、光孝天皇や藤原基経、宇多天皇から
期待されての任官、昇進であったことを結論付けることができた。これらの考察により、光
孝朝・宇多朝初期の政治動向に新たな評価を加えられたのではないかと考えている。 
